
　（様式３） 事業所名　　グループホームこもれ陽栗田

ユニット名   1階わかば・2階みのり　　　

目標達成計画 作成日：　   令和   6年　10月　5日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

・法人の理念が大き過ぎ、共有出来ていない。
・食事・薬の内服・口腔ケア・排泄・ベッドへ臥床が
流れ作業のようになってしまい職員本位の介助、
支援が目立つ。

・理念に基づいたスローガンを決め、日々実践
していきたい。

・全体会議で話し合い、スローガンを「ご利用者優
先・目配り・気配り」に決めた。
・職員本位ではなく、利用者本位・優先の支援が
できるよう、カンファレンスを充実していきます。

6ヶ月

2 2
・事業所と地域の付き合いができていない。
・コロナ禍で外部との交流は避けてきたが、５類に
なってからも交流は再開できていない。

・地域の一員として日常的に交流していきた
い。

・これまで交流していた幼稚園、ボランティア団体
へ連絡を取り、交流していきたい。

6ヶ月

3 35

・防災訓練は年2回実施しているが、火災における
避難訓練となっている。地震や水害、停電時等を
想定した訓練ができていない。
・地域の協力が得られるか連携が取れていない。

・3月の訓練では、地震を想定した訓練を実施
したい。
・火災時のみならず地震や停電に備えた訓練
をし、有事に対応できるよう備えたい。

・緊急時の連絡網の作成をし、近くに住んでいる
職員がいち早く駆け付けられるようにし、避難救
助に当たれるようにしたい。
・地域との協力関係の構築も含めて区長さんにど
のような協力が得られるか、確認し、実際に訓練
を実施したい。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


